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要旨：多くの生体現象は視覚情報として出力される。視覚障害者にとって，生体現象をリアルタイムに把握

するには，音の利用が不可欠である。本学鍼灸学科ではこれまで心拍数や血圧などを音声によって提>｣〈してき

たが，いくつかの問題点があり汀音声装置の改善が必須の課題であった。そこで今回，音声情報がリアルタイ

ムに提供できる音声装置をこれまでの問題点を踏まえて製作し，盲学校理療科教員及び本学学生を対象に装|ﾀﾞｉ

の評価を行った。その結果，良好な評価結果を得た。

キーワード：視覚障害者，実験実背，サウンドモニタ，生理学，鍼灸

生体現象の電圧変化を周波数変調し，音のi巧低で衣わ

す方法である。耳に聞こえない低周波数の現象でも，聴

取することができる。例えば，血圧，脈波，呼吸'１１１線な

ど比較的遅い生体現象の観察に用いている。

本学では，これまでポリグラフ（日本光地RM-6000）

のプラグイン・ユニット式のサウンドモニタ（日本)iMZ

ES-601J）を用いている｡直接音と周波数変調f『の切り杵

えがあり，ユニット式のため簡便であるが，次項のよう

な問題点が見いだせた。

（２）現在の問題点の整理

ｌ）ポリグラフのチャンネルをｌチャンネル使用するた

め，チャンネル数の少ないポリグラフでは，利用しにく

い。

２）実験動物を対象とした基礎生理学実験実1W''2'ては，

４グループに分かれて実習を行うため，各グループのサ

ウンドモニタの背が交錯し，自分のグループのｆｆかわか

りにくい｡

３）人体を対象とした臨床'Iそ理学実習3'や総合実験ﾌﾞﾐｉＹ

では，サウンドモニタの音が被験者の生理機能に柿々の

影響を与えてしまう。

４）鍼灸の効果を実験を通して学習する総合実験ﾀﾞﾉ洲L

IIでは，実験の性質上，多種類の１１ﾐ体現象を'１１時に観察

する必要がある．複数の生体現象をサウンドモニタに

よって観察させる必要があるが，実験中，配線の切I)杯

えを速やかに行う事は困難である。

１．はじめに

実験実習は、学生自らが実験を通して多くの事実を学

ぶ大切な機会である。生体のしくみを実,験を通して学ぶ

/k理学実習，鍼灸の生体に及ぼす効果を実験を通して学

ぶ総合実験実習I，卒業研究としての総合実験実習Hは鍼

灸学科の必須科目であるとともに，鍼灸・あん摩マッ

サージ指圧師になる上で大切な科目である。

多くの生体現象は，トランスデューサー（センサ）に

よって導出され，アンプで端幅後，ペンレコーダやオシ

ロスコープ等で表示。記録される。これらの殆どが視覚

情報として表される。強度の視覚障害学生にとってこれ

らの視覚情報を理解することは極めて困難な現状にあ

る。そのため，何らかの視覚補償の方法が必要である。

本学では，全盲学生に対してはサウンドモニタや触図の

活用，弱視学生に対しては実体顕微鏡やビデオカメラに

よる拡大提示によって，実験実習を行っている''2'。

特に強度視覚障害者に生体現象をリアルタイムに表現

する方法としては障害の特質上，育声を利用した方法が

重要であると思われる。そこで，今まで私達が試みてき

た音声による提示方法の問題点を検討し，それを基に視

覚障害者が十分に活用できる音声情報をリアルタイムに

提供できる音声装置を製作し評価したので報告する。

２．サウンドモニタを用いた実験実習の現状と問題点

（１）現状

サウンドモニタを利用する場合，直接音と周波数変調

音を用いる２種類の方法がある。

ｌ）直接音

導出された電気信号を直接，スピーカで聴取する方法

である。例えば，筋電図，神経の放電活動、電気刺激装

置のパルスなど比較的速い現象の観察に用いている。

２）周波数変調音

３.個別リアルタイム音声装置の概要と機能

前項の問題点を改誇するためには既成の製,V,ではlkl難

であるため，以下のような機能をもつ個別リアルタイム

音声装置SS-l764（日本光電）を特注した。

装置は本体，リモコンボックス（５台)，人ノノケーフ

ルよりなる（図１，図２）。

１ＳＳ



になった。

（２）人体を対象とした実験実習の場合，従来の方法で

あると，サウンドモニタの音が被験者の生理機能に影科

を与えたが，ヘッドホーンによって聴取できるため，そ

れらの影響をなくすことが可能となった。

（３）チャンネルの選択が簡便に行え，任意の時にＩＨＸ

の信号の音声を聴取できるようになり，生体信号を効率

的に音声によって提供できるようになった。
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５．個別リアルタイム音声装置の評価

盲学校理療科教員および本学学生を対象として，Iltl別

リアルタイム音声装置を実際に使用してもらい，以下の

項目について調査した。

（１）対象

平成６年度公開講座「理療科教員のための生理学突粁

（臨床編)」に参加した盲学校理療科教員11名及びを本

学鍼灸学科学生１０名を対象とした。

（２）調査内容

本装置を実際に使用させた後，以下の１－３の項１１に

ついて，大変良い，良い，普通，悪い，大変悪いの５段

階で評価させた。

Ｌ全体的な印象は？

２．操作性はいかがですか？

３．音の変化はわかりやすいですか？

さらに，次のことについて質問した。

４.教育現場（あるいは実験実習）で実際に使１１]し

たいですか？（はい，いいえ，わからない）

５.改善したら良い点を教えて下さい。（記人）

（３）結果

上記の１－４の項目の結果を図３に示す。

ｌ）全体的な印象については，理療科教員では，人変艮

い（９％)，良い（73％)，普通（１８％）であった。本学

学1tでは，大変良い（60％)，良い（40％）であった｡

２）操作性については,理療科教員では,人変良い（９％)，

良い（73％)，普通（１８％）であった。本学学生では，

大変良い（70％)，良い（30％）であった。

３）音の変化のわかりやすさについては，理療科教幽で

は，大変良い（９％)，良い（27％)，普通（46％)，愁

い（１８％）であった。本学学生では，大変良い（40％)，

良い（50％)，普通（１０％）であった。

４）教育現場（あるいは実』験実背）で実際に使用したい

かについては，理療科教員では，はい（73％)，わから

ない（27％）であった。学生では，はい（80％)，わか

らない（20％）であった。

５）改善したら良い点について記入された意見のうち主

なものを以下に記載する。

lX11個別リアルタイム音声装置の概要

図２音声装置の全景

（１）現在使用しているポリグラフシステム（日本光電

RM6000）に接続することができ，これより入力され，

その出力8チャンネル信号から，任意の４チャンネルを

選択し，使用できる。

（２）心電図，血圧，脈波，呼吸曲線などを周波数変調

した変調音を５人の学生が各々独立してリモコンボック

スで４種の変調音から，任意の１種類を選択できる。

（３）リモコンボックスにはヘッドホンの出力端子があ

り，その音ご量を調節できる。デモンストレーションの際

にはヘッドホンの出力端子から外部スピーカに出力でき

る。

４．個別リアルタイム音声装置の利用による改善点

本装置の使用によって，視覚障害学生が視覚情報で表

される生体現象をリアルタイムで音によって観察するこ

とが以前より改善された。従来からの方法と比べ，以下

の,１A〔が改善された。

（１）ヘヅドホーンによって聴取できるため，数グルー

プで実習を行う際，他のグループの音と交錯しないよう
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Ｍ３個別リアルタイム音声装置の評価結果

音の変化をわかりやすくする，あるいは事iiiに訓練を施

すなどの１２夫が必要であると考える。

（理療科教員）

・チャンネル数をもう少し増やした方がよい。ポリグラ

フのアンプのチャンネル数と同じだけあった方がよ

い○

・使用に当たってはそれなりの訓練が必と要だと思う。

・刺激による変化分が比較できる方法を考えた方がよ

い○

・周波数の変化を明確にする。

・チャンネル毎に周波数帯域が変えられるともっとわか

りやすいと思う。

（本学学生）

・刺激などによる相対的な変化はわかるが，絶対値がわ

かるような方法が必要。

・チャンネルを切り替えたときに，音の較正がわかりに

くい。

（４）考察

理療科教員と本学学生では，本学学生の評価の方が高

かった。これは，本学学生は既に従来のサウンドモニタ

を用いた実験実習を経験しており，それと比較して評価

したためではないかと考える。

全体的な印象，操作性については良好な評価を得たと

考える。音のわかりやすさに対する評価は大部分が普通

以上の評価を得ているが，結果の５）で示した意見もあ

り，実際の使用に当たっては信号の増幅を十分に行い，

おわりに

以上，本学鍼灸学科でこれまでｲ丁ってきたﾊﾟﾌ{;を利11］

した実験実習の概要を紹介し，その問題点を難理しそ

れを基に個別リアルタイム音声装置を製作し評価をｲjっ

た。概ね良好な結果を得ることができたが，今I[jl得られ

た意見を基に，さらに改善を加えていきたいと考える。

本研究は平成５年度教育方法等改=笄プロジェクト経Yli

によって行われた。関係各位に深謝する。
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